
日

姉

は
い
た
い
。
本
市
は
、

歴
史
的
、
人
的
、
文
化
的
に
つ
な
が
り
の
深
い
、

海
外
の
３
都
市
及
び
国
内
２
都
市
と
姉
妹
・

友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
お
り
、
今
年
は
宮

崎
県
日
南
市
と
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
り
交
流
を
重
ね

て
き
た
友
好
の
軌
跡
を
思
う
と
、
大
変
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
の
首
里
城
火
災
を
受
け
、

日
南
市
で
は
い
ち
早
く
支
援
金
を
募
ら
れ
た

と
伺
っ
て
お
り
、
本
市
を
思
う
日
南
市
の
温

か
い
気
持
ち
に
深
く
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

50
年
の
歳
月
の
中
で
培
わ
れ
た
両
市
の
強
い

絆
が
次
な
る
世
紀
へ
と
続
く
よ
う
、
一
層
交

流
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ　
う
に
げ
ー
さ
び
ら
。

那
覇
市
長
　
城
間  

幹
子

今
年
は
日
南
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
50
周
年
！！

絆を結んで５０年
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●那覇市社協広報シリーズ第4回／2019年を振り返る／12月9日は
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男：156,056人（2,964人）
女：165,864人（2,719人）

※（　）内はうち外国人
※総人口と世帯数は2019（令和元）年10月末現在

154,373世帯（4,121世帯）総人口 世帯数

Facebook LINE Instagram そ大ごみ受付防災Twitter マチイロ

　
　

南
市
と
那
覇
市
で
は
古
く
か
ら
油
津

　
　

港
と
那
覇
港
を
結
ぶ
交
易
を
通
し
て

経
済
、
文
化
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
戦
時
中
は
那
覇
市
民
を
は
じ

め
多
く
の
県
民
が
疎
開
し
、
日
南
市
の
み

な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
で
、
市

民
同
士
の
親
善
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
44
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
行
い
、

昭
和
46
年
に
復
活
し
た
那
覇
大
綱
挽
の
初

代
頭か
ぬ
ち
ぼ
う

貫
棒
は
、
当
時
の
日
南
市
長
で
あ
る

河
合
弘
美
氏
か
ら
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
元
年
に
は
、
姉
妹
都
市
提

携
20
周
年
を
記
念
し
、
日
南
市
の
商
店
街

に
「
那
覇
通
り
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　

妹
都
市
提
携
後
は
、
物
産
展
な
ど
の

　
　

経
済
交
流
、
職
員
相
互
派
遣
事
業
、

日
南
市
少
年
の
翼
・
那
覇
市
少
年
の
船
で

の
児
童
交
流
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
少
年
野

球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
エ
イ
サ
ー
を

通
し
た
文
化
交
流
な
ど
、
様
々
な
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

提
携
50
周
年
の
今
年
、
那
覇
大
綱
挽
ま

つ
り
に
は
日
南
市
長
ら
が
訪
れ
、
記
念
祝

賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
南

市
の
飫
肥
城
下
ま
つ
り
に
市
長
や
議
長
を

は
じ
め
と
す
る
那
覇
市
親
善
訪
問
団
が
訪

問
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
は
行
政
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

交
流
な
ど
を
通
し
て
、
日
南
市
と
の
絆
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

姉妹都市盟約書に署名
する平良良松・那覇市
長（左）と井戸川一・
日南市長（右）（1969
年）　

今年 8 月に日南
市で開催された
小学生バレーボ
ール大会に、市
内小学生チーム
が参加

今年 10 月に那
覇市で行った姉
妹都市 50 周年
記念祝賀会。中
央右は﨑田恭平・
日南市長

日南市油津にある那覇通り

日南市の飫
お び
肥城下まつり

絆を結んで５０年

　那覇市と宮崎県日南市は、昭和 44 年
（1969 年）4月 24 日に姉妹都市提携を行い、
今年は記念すべき 50 周年を迎えます。
　今回は姉妹都市としての交流の歩みと
共に、日南市を紹介します。

平和交流・男女参画課☎ 861-5195

①日本で唯一のジャカランダ（日本 3大花木）群生林。5月～ 6月の開
花時期には多くの観光客が訪れる　②日本の棚田百選に選ばれている
坂元棚田。棚田が黄金色に染まる 10 月上旬が見ごろ　③鵜戸崎岬の
洞窟の中にある鵜戸神宮。国の名勝に指定されている　④近海カツオ
一本釣の漁獲高は日本一！

宮崎県宮崎県

日南市日南市

日南市 -Nichinan City-

面積　536.11 ㎢
（面積の約 79％が山林など）
人口　52,940 人
※10月末現在

1 2

3 4

うどざき

日南市

那覇市
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那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
シ
リ
ー
ズ　
第
４
回

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
８
５
７
・
７
７
６
６

ハ
イ
タ
～
イ
！ 

歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
が
12
月
か
ら
始
ま
る
け
ど
、以
前

に
教
え
て
も
ら
っ
た
赤
い
羽
根
募
金

と
は
何
が
違
う
の
？

み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
を
楽
し

く
過
ご
せ
た
ら
い
い
よ
ね
。

そ
う
な
の
。特
に
、地
域
で
行
う
ク
リ

ス
マ
ス
交
流
会
や
も
ち
つ
き
交
流
会

は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
集
ま
っ
て
交

流
す
る
か
ら
、各
自
治
会
で
も
人
気
な
行
事
の

一つ
に
な
っ
て
い
る
の
。

福祉に興味深々な女の子。
たいぞうくんのしゃべり相手役
として誕生した。

共同募金のシンボルキャラク
ター。
愛ちゃんが姉で希望くんが弟。
昭和61年に誕生したのでこう
見えてもアラサー。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
、地
域
に
住
む
生
活
に

お
困
り
の
方
や
地
域
の
交
流
に
活
用
さ
れ
る

募
金
だ
よ
。赤
い
羽
根
は
今
年
集
め
て
来
年
活

用
す
る
募
金
だ
け
ど
、歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

は
今
年
の
年
末
年
始
に
活
用
す
る
の
よ
。

例
え
ば
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に

少
し
で
も
明
る
い
正
月
を
迎
え
て
も

ら
う
た
め
に
行
う
“
歳
末
見
舞
い
激
励
金
”

や
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
に
学
生
が

お
掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
“
歳
末
お
掃

除
隊
”
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
よ
。

　

地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
、
自
治
会
や
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
み
な
さ
ん
の

他
、
福
祉
団
体
な
ど
が
年
末
年
始
に
か
け
て

行
う
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
や
も
ち
つ
き
交
流

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
良
く
す
る

た
め
に
募
金
が
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

那
覇
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
12
月
９
日
を
「
な
は
教
育
の
日
」

と
し
、
教
育
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
実

施
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
市
内
小
中
学
生
か
ら
標
語
と
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
て
お
り
、
標
語
５
５
４
点
、
ポ

ス
タ
ー
１
０
９
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
今
年

度
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は

12
月
５
日
ま
で
牧
志
駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館
で

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
標
語
の
部　
最
優
秀
作
品

　
　
「
挑
戦
で　
夢
が
ふ
く
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な
が
る　
未
来
」

　
　
田
場　
愛
菜
さ
ん
（
城
北
中
3
年
）

　
　
ポ
ス
タ
ー
の
部　
最
優
秀
作
品

　
　
金
城　
早
紀
さ
ん
（
松
島
中
1
年
）

12
月
9
日
は
「
な
は
教
育
の
日
」

　
　
　

   

生
涯
学
習
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
２

そ
う
な
の
。
那
覇
市
で
集
め
た
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
は
那
覇
市
内
で
活

用
す
る
の
よ
。
他
に
も
、
多
く
の
事
業
に
活

用
し
て
い
る
か
ら
、
良
か
っ
た
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
見
て
み
て
ね
。

「地域ふれあいもちつき会」

中高生による「歳末お掃除隊」

はねっと

希望くん

ふくちゃん

愛ちゃん

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動募

金
は
市
内
の
中
高
生
が
お
掃
除
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
際
の
道
具
な

ど
に
も
活
用
し
て
い
る
ん
だ
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果　

学
校
教
育
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
６

調
査
で
は
、
児
童
生
徒
に
対
し
、
生
活
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か

○
毎
日
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
起
き
て
い
ま
す
か

○
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
か

質
問
に
「
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
児
童
生

徒
た
ち
の
平
均
正
答
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」

な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
、
学
力
向

上
に
結
び
つ
く
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
夢
や
目
標

に
向
か
っ
て
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
、
確
か
な
学
力
を
育
む
た
め
に
、
学
校
・
家
庭

（
地
域
）・
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

全国平均との差

小
学
校

国
語 6.2

算
数 3.4

中
学
校

国
語 -2.8

数
学 -3.8

英
語 -3.0

2019 年を振り返る
今年も残りあと１か月となりました。
市内でのイベントや話題を中心に、この１年を振り返っ
てみましょう。

4 日　泊魚市場初祈祷・初興し
12 日　那覇市消防出初め式
２月
13 日　読売巨人軍歓迎セレモニー
27 日　翁長雄志前那覇市長
　　　 名誉市民顕彰贈呈式
３月
16 日　トミカ「那覇市消防局ハイ
　　　 パーミストブロアー車」
　　　 ミニカー発売
４月
1 日　新高機能消防指令センター運用開始
7 日　波の上ビーチ海開き
18 ～ 21 日　第 11回沖縄国際映画祭
５月
1 日　新元号「令和」スタート
３～５日　第 45回那覇ハーリー
20 日　「琉球王国から連綿と続く沖縄
　　　 の伝統的な『琉球料理』と『泡盛』、
　　　 そして『芸能』」が日本遺産に登録
６月
16 日　第一牧志公設市場が移転のため閉場
７月
1 日　第一牧志公設市場が仮移転
　　　　オープン
24 日　全国高校総体（インターハイ）開幕
10月
1 日　モノレールが浦添市まで延長
12 ～ 14 日　第 49回那覇大綱挽まつり
27 日　那覇市戦没者追悼式
　　　  （第 24回なぐやけの碑慰霊祭）
28 ～ 11 月１日　侍ジャパン那覇合宿
31 日　首里城が火災で焼失
11月
10 日　ひやみかちなはウォーク
12月
1 日　第 35回ＮＡＨＡマラソン

１月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

10月

11月

12月

会
な
ど
に
も
活
用
し
て
い
る
ん
だ
。
昨
年
も

多
く
の
自
治
会
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
交
流
会
を

行
っ
て
い
る
よ
。

今
年
４
月
に
実
施
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

把
握
・
分
析
し
、
教
育
施
策
の
改
善
を
目
的
に
、

文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
中
学

校
で
は
初
め
て
英
語
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
平
均
正
答
率
と
の
差
は
右
の
表
の
と
お
り

で
す
。

那
覇
市
の
小
学
生
は
全
教
科
と
も
全
国
平
均
正

答
率
を
こ
え
て
い
て
、
中
学
生
は
全
教
科
で
全
国

と
の
差
を
縮
め
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
と
も
に
全

教
科
で
県
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
那
覇
市
学
力
向
上
推
進

計
画
「
ふ
く
ぎ 

じ
ん
ぶ
な
～
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

目
標
を
「
幼
児
・
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
『
確

か
な
学
力
』を
向
上
さ
せ
、『
生
き
る
力
』を
育
む
」

と
掲
げ
、
小
中
一
貫
教
育
を
柱
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

那覇の小中学生
がんばってます！
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【
収
集
】
12
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
年
始
は
１
月
６
日
（
月
）
か
ら

【
搬
入
】
12
月
31
日
（
火
）
ま
で

【
受
付
時
間
】
９
時
～
12
時
、

	

13
時
～
17
時

12
月
は
日
曜
日
も
搬
入
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
12
月
後
半
は
搬
入
車
両

が
多
く
時
間
内
に
ご
み
を
搬
入
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期

収
集
日
に
出
す
か
、
12
月
前
半
に
自

己
搬
入
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

１
月
１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
）
は
お
休
み
で
す
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
８
８
９・３
５
６
７

ご
み
の
減
量
や
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
、
親

子
で
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
児
童

生
徒
た
ち
の
描
い
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料
で
す
。

日
12
月
22
日
（
日
）
13
時
～
17
時

場
牧
志
駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館

内
環
境
作
品
の
展
示
・
表
彰
式
、
4
Ｒ
小
物
作
り

体
験
、
環
境
ア
ニ
メ
の
上
映
、
企
業
ブ
ー
ス
、
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

問
廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１・３
２
３
１

Ｐ
Ｃ
Ｂ 

と
は
、
蛍
光
灯
な
ど
電
気
機
器
の
絶
縁

油
な
ど
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
化
学
物
質
で

す
。
人
体
に
有
害
な
た
め
、
使
用
中
の
も
の
も
含

め
て
指
定
期
限
ま
で
に
廃
棄
処
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
処
理
手
続
き
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
対
象
建
物
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、
照
明
器

具
な
ど
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
安
定
器
が
使
用
さ
れ
て
い

市
内
の
住
宅
や
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
、
雨
水
タ

ン
ク
の
設
置
や
井
戸
水
利
用
の
ポ
ン
プ
を
設
置

（
修
繕
含
む
）
す
る
人
を
対
象
に
、
設
置
費
の
２
分

の
１
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
４
万
円
）。

※
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
設
置
す
る
前
に

必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
、
井
戸
水
利
用
施
設

問
環
境
保
全
課
☎
９
５
１・３
２
２
９

土
・
日
に
行
っ
た
地
域
清
掃
活
動
（
自
治
会
な
ど
）

で
集
め
た
ご
み
を
日
曜
日
に
収
集
し
ま
す
。
葉
っ

ぱ
は
袋
に
入
れ
て
口
を
し
ば
り
、
枝
は
１
メ
ー
ト

ル
以
内
に
切
っ
て
ひ
も
で
束
ね
て
く
だ
さ
い
。
草

木
以
外
の
ご
み
は
家
庭
ご
み
の
分
け
方
に
従
っ
て

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
を
希
望
す
る
人
は
、

清
掃
実
施
予
定
日
の
３
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
８
８
９・３
５
６
７

「
動
物
を
飼
い
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、

「
環
境
衛
生
課
か
ら
譲
り
受
け
る
」
と
い
う
こ

と
も
選
択
肢
に
入
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

飼
い
主
に
な
る
に
は
、
い
く

つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

☎
９
５
１・１
５
３
０

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
漫
湖
は
渡
り

鳥
に
と
っ
て
貴
重
な
中
継
地
点
で
す
が
、
上
流
か

ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
な
ど
が
溜
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
の
た
め
に
も
、
清

掃
を
通
し
て
自
然
保
護
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

お
昼
に
は
軽
食
（
豚
汁
）
を
準
備
し
ま
す
。

日
12
月
７
日
（
土
）
９
時
15
分
～
13
時

場
漫
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
周
辺

内
容
清
掃
活
動
（
稚
樹
抜
き
）、
自
然
体
験
ゲ
ー

ム
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
撮
影
会

※
稚
樹
抜
き
は
、
環
境
省
に
要
予
約

申
当
日
受
付
（
参
加
費
無
料
）

問
環
境
保
全
課
☎
９
５
１・３
２
２
９

環
境
省
沖
縄
奄
美
自
然
環
境
事
務
所

☎
８
３
６・６
４
０
０
（
稚
樹
抜
き
に
つ
い
て
）

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
･
搬
入

環
境
作
品
展

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
安
定
器
の
期
限
内
処
理
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

雨
水・井
戸
水
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の

施
設
補
助

12
月
は
地
域
清
掃
月
間
で
す

第
25
回
国
場
川
水
あ
し
び

昨年は約3時間でこれだけの
ごみが集まりました

※すでに譲渡されている場合があります

市長賞作品
津波古 麻衣さん（寄宮中3 年）

平成30年度決算に基づく「健全化判断比率」等のお知らせ
● 健全化判断比率・資金不足比率とは？
　「健全化判断比率」とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく下
表① ～ ④ の指標のことで、自治体財政の健全度を判断するものです。健全化判断比
率のいずれかが「早期健全化基準」を超えると「財政健全化団体」、さらに悪化し「財
政再生基準」を超えると「財政再生団体」となり、財政の健全化や再生のためのさま
ざまな取組みが必要となります。
　また、下表⑤ の「資金不足比率」とは、水道および下水道事業の経営状況を判断す
る指標です。

● 市の財政状況は？
　実質赤字比率、連結実質赤字比率および資金不足比率については、黒字となること
から、「－ ％ 」で表示しています。
　実質公債費比率については、市民税、固定資産税の増加などによる標準財政規模の
増加、将来負担比率については、地方債現在高が減少したことにより将来負担額が減
少となったため、昨年度より改善しています。
　いずれの比率も基準を下回りましたが、今後とも財政の健全化を進め、
各比率の改善に向けて取り組みます。
※本市のホームページでは、詳細な説明を掲載しています。

　財政状況について、詳しくは担当課までお問い合わせください。
　　　　　　　　①～④については・・・・財政課☎ 862-9938
　　　　　　　　⑤については・・・・・・上下水道局企画経営課☎ 941-7803

指　標 平成 29 年度 平成 30 年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 実質赤字比率 －％ －％ 11.25％ 20.00％

②連結実質赤字比率 －％ －％ 16.25％ 30.00％

③実質公債費比率 12.2％ 11.5％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 77.5％ 74.2％ 350.0％

⑤資金不足比率 －％ －％ 経営健全化基準
20.0％

お問い合わせ

な
い
か
、
速
や
か
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
一
般
家
庭
用
の
蛍
光
灯
等
の
安
定
器
に
は
Ｐ
Ｃ

Ｂ
が
使
用
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
昭
和
52
年
３
月
ま
で
に
建
築
・
改
修
さ
れ
た
建

物
（
工
場
や
ビ
ル
な
ど
）

期
令
和
3
年
３
月
ま
で
（
期
限
を
過
ぎ
る
と
処
理

で
き
ま
せ
ん
）

問
廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１・３
２
３
１

飼
い
主
さ
ん

募
集
！
飼
い
主
さ
ん

募
集
！

環境
トピックス

市の財 政 状 況について市の財 政 状 況について

土地や家屋以外の事業用資産（償却資産）にも固定資産税が課せられます。
償却資産は地方税法で申告が義務付けられています。
忘れずに申告しましょう。

※申告の際は、マイナンバー
の記載と確認が必要です。
電子申告の場合、番号確認
は不要です。

詳しくは市ホームページ「償
却資産について」をご覧く
ださい。各種申告書、申告
の手引がダウンロードでき
ます。

法人・個人
事業主の
みなさま

償却資産の申告が
始まります！

市内に事業の用に供することのできる資産をお持ちの方
（法人、個人事業主）申告対象者

令和２年１月１日現在の資産状況。
資産の種類、名称、取得年月、取得価額、耐用年数など

飲食店・商店・小売店
厨房設備、接客用家具、テレビ、 商品
陳列棚、レジスターなど

理容・美容・病院
理・美容イス、洗面台、医療器具、
ベッド、応接セット、看板など

賃貸住宅・家具付マンション・
事務所・有料駐車場
駐車場、フェンス、ルームエアコン、
外灯、看板、門扉、家具など

申告内容

資産税課☎８６２‐５３２０お問い合わせ

申告期間 令和２年１月６日（月）～１月３１日（金）

償却資産の一例



医師・看護師がアドバイスを行います

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

年
末
年
始
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
期
間

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対
す
る

臨
時・特
別
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当・特
別
児
童
扶
養
手
当
の

「
現
況
届
」の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

ひ
と
り
親
家
庭
対
象
！

進
学
費
用
の
相
談
は
お
早
め
に

就
職・生
活
な
ん
で
も
相
談
会（
本
庁
地
区
）

高
速
道
路
を
安
全
・
快
適
に
利
用
す
る

た
め
に

12
月
28
日（
土
）〜
1
月
５
日（
日
）は
、
市
役
所
は

閉
庁
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

通
常
業
務
は
1
月
6
日（
月
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

12
月
29
日（
日
）～
１
月
３
日（
金
）の
期
間
は
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。
証
明
書

が
必
要
な
人
は
早
め
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ハ
イ
サ
イ
市
民
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
４

未
婚
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に
、

給
付
金
１
７
５
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。
申
請
が

な
い
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
12
月
27
日
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
元
年
11
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
る
父
ま
た
は
母

②
基
準
日
（
令
和
元
年

10
月
31
日
）
に
お
い
て

こ
れ
ま
で
法
律
婚
を
し
た

こ
と
が
な
い
人

③
基
準
日
に
お
い
て
事
実

婚
を
し
て
い
な
い
人

申
本
庁
３
階
46
番
窓
口
（
平
日
９
時
～
16
時
）

問
子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は

「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
11
月
分
以

降
の
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
8

月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
本
庁
３
階
46
番
窓
口
（
平
日
９
時
～
16
時
）

問
子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

母
子
、
父
子
、
寡
婦
家
庭
の
自
立
の
た
め
、
お
子

さ
ん
が
大
学
な
ど
に
就
学
す
る
際
に
必
要
な
資
金

（
修
学
資
金
、
就
学
支
度
資
金
な
ど
）
の
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
貸
付
に
は
要
件
が
あ
り
、
ま
た

貸
付
終
了
後
は
返
済
も
必
要
で
す
。
進
路
決
定
前

の
早
め
の
ご
相
談
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

※
貸
付
は
、
申
請
を
受
け
て
か
ら
面
接
、
審
査
を

経
て
１
か
月
半
程
度
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
貸

付
の
可
否
に
つ
い
て
は
審
査
で
決
定
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

「
家
賃
が
払
え
な
い
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」

「
借
金
を
抱
え
て
い
る
」「
病
気
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
」「
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
」な
ど
の

こ
と
で
お
悩
み
の
み
な
さ
ま
、１
人
で
悩
ま
ず
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。参
加
に
関
し
て
は

相
談
無
料
・
予
約
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
12
月
14
日（
土
）10
時
～
16
時

（
15
時
30
分
受
付
終
了
）

場
市
保
健
所　
３
階
会
議
室　

費
無
料　

申
不
要

問
那
覇
市
就
職
・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
９
１
７
・
５
３
４
８

高
速
道
路
を
利
用
す
る
際
は
、
落
下
物
を
防
ぐ
た

め
に
積
荷
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
あ
お
り
運
転
な

ど
の
危
険
運
転
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
安
全

な
場
所
に
停
車
し
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
沖
縄
県
警
察
本
部　
交
通
機
動
隊

　
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
☎
８
７
８
・
０
０
０
２

こ
ど
も
医
療
で
ん
わ
相
談「
＃
８
０
０
０
」

識
名
霊
園
那
覇
市
民
共
同
墓
は

随
時
申
込
受
付
中

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）関
連
疾
病
に
関
す
る

労
災
補
償
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

声
の
広
報・点
字
版　
な
は
市
民
の
友

特
定
健
診・健
康
検
査
の
お
知
ら
せ

こ
ど
も
の
症
状
に
対
し
、
対
処
に
迷
っ
た
時
は
、

「
＃
８
０
０
０
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

専
門
の
医
師
・
看
護
師
が
、
適
切
な
対
処
方
法
や

受
診
す
る
病
院
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

問
消
防
局 

救
急
課
☎
８
６
７
・
１
１
９
９

【
使
用
資
格
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
（
外
国
人
住
民
は
永

住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
）
、
②
祭
祀
を
主
宰
す

る
人
、
③
焼
骨
（
分
骨
は
除
く
）
を
所
持
し
て
い

る
人
、
④
使
用
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
焼
骨
を
埋
蔵
で
き
る
人　
※
③
④
に
つ
い
て
は
、

生
前
予
約
を
除
く

【
受
付
場
所
】
環
境
保
全
課
（
本
庁
舎
７
階
）

【
受
付
時
間
】
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
12
時
～
13
時
は
除
く
）

※
識
名
霊
園
内
の
南
納
骨
堂
は
、
令
和
3
年
５
月

に
閉
鎖
し
ま
す
。
利
用
者
は
、
早
め
に
那
覇
市
民

共
同
墓
ま
た
は
お
寺
な
ど
へ
の
改
葬
（
焼
骨
の
移

動
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
☎
９
５
１
・
３
２
２
９

米
軍
関
連
施
設
内
で
の
就
業
中
に
、
石
綿
に
よ
っ

て
疾
病
（
中
皮
腫
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
）
な
ど
に

か
か
っ
た
場
合
、
労
災
保
険
制
度
や
石
綿
健
康
被

害
救
済
制
度
に
基
づ
き
、
補
償
ま
た
は
救
済
を
受

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
関
係
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
那
覇
労
働
基
準
監
督
署
☎
８
６
８
・
８
０
４
０

沖
縄
労
働
局
労
災
補
償
課
☎
８
６
８
・
３
５
５
９

市
で
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
「
声

の
広
報
」
と
「
点
字
版
な
は
市
民
の
友
」
を
毎

月
１
回
無
料
発
行
し
て
い
ま
す
。
声
の
広
報
は
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
Ｃ
Ｄ
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

「
声
の
広
報
」・「
点
字
版
な
は
市
民
の
友
」
の

申
込
や
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
Ｃ
Ｄ
へ
の
切
り

替
え
申
込
は
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
声
の
広
報
の
Ｃ
Ｄ
は
デ
イ
ジ
ー
で
は
な
く
、
Ｃ

Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
再
生
可
能
な
Ｃ
Ｄ
で
す
。

問
秘
書
広
報
課
☎
８
６
２
・
９
９
４
２

対
20
歳
～
74
歳
の
国
保
加
入
者

市
役
所
内
・
市
内
の
施
設
で
健
診
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
特
定
健
診
課
☎
８
６
２
・
0
5
6
4

Information

日 日時　内 内容　費 費用
期 期間　対 対象　申 申込み
場 場所　定 定員　問 問合わせ

講座・催し物などで特に記載のないも
のは誰でも参加可（申込み不要）です。

お
知
ら
せ

区分 使用期間 使用料金 募集数
直接合葬 永年 30,000円/壺

16,254壺
生前予約 永年 30,000円

1体用
12年 82,000円

1,692室
32年 169,000円

2体用
12年 164,000円

700室
32年 338,000円

特殊壇
12年 238,000円～

31室
32年 586,000円～

1体用 5年 25,000円 676室

2体用 5年 50,000円 397室

特殊壇 5年 100,000円 32室

参拝室 1時間 500円

合
葬
式
墓
地

合
葬
用
納
骨
室

短
期
収
蔵

納
骨
室

合
葬
室

急な発熱・頭をぶつけた けいれん など

休日・夜間対応の「＃8000」をプッシュ

健診日時 予約受付
期間 会場 健診項

目 予約受付先

まちかど
健診

1月29日
(水)
13時～
15時30分

〜予約受付中～
定員に達し次第
終了

那覇市役所
本庁舎1階

（市民会議室）

特定健診
（40）
乳マ

（20）

特定健診課
☎862-0564
平日
8時30分～
17時15分

集団
健診

1月10日
(金)【夜】
17時30分
～19時

インターネット
11月25日（月）～
12月8日（日）

電話
12月10日（火）～
12月12日（木）

那覇市保健所
(沖縄赤十字
病院となり)

特定健診
（40）
大腸

（40）
肺

（40）

沖縄県健康
づくり財団
☎889-6452
平日
8時30分～12時／
13時～16時
インターネット
www.ganjuu.or.jp
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首
里
城
火
災
に
対
す
る
支
援
金
に
つ
い
て

　
10
月
31
日
未
明
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
り
焼
失

し
た
首
里
城
の
再
建
に
向
け
、
励
ま
し
や
支
援

の
お
申
出
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
で

は
、
引
き
続
き
み
な
さ
ま
か
ら
の
支
援
金
を
受
付

け
、
再
建
に
向
け
た
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
む
沖

縄
県
な
ど
へ
送
金
い
た
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

✿
募
金
箱
の
設
置

那
覇
市
役
所 

本
庁
舎
（
1
階
総
合
案
内
）

各
支
所（
首
里
支
所
・
真
和
志
支
所
・
小
禄
支
所
）

那
覇
市
歴
史
博
物
館

❀
口
座
振
込

口
座
名
義

「
首
里
城
火
災
に
対
す
る
支
援
金
活
動
事
務
局
」

・
琉
球
銀
行　
本
店
営
業
部

（
普　
１
２
７
９
５
０
６
）

・
沖
縄
銀
行　
本
店

（
普　
２
６
０
３
４
８
４
）

・
沖
縄
海
邦
銀
行　
本
店
営
業
部

（
普　
９
１
３
９
７
８
）

・
沖
縄
県
労
働
金
庫　
本
店
営
業
部

（
普　
３
４
７
４
９
２
４
）

・
コ
ザ
信
用
金
庫　
那
覇
支
店

（
普　
２
０
４
２
３
８
０
）

同
一
金
融
機
関
に
よ
る
本
支
店
間
の
窓
口
振
込
手

数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

　
　
（
０
０
９
０
０
・
５
・
３
３
３
７
２
８
）

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
窓
口
に
お
い
て
、

支
援
金
の
送
金
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

銀
行
振
込
・
募
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

問
総
務
課
☎
０
９
８
・
８
６
２
・
９
９
１
１

✿
ふ
る
さ
と
納
税（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
寄
附
金
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
み

と
な
り
ま
す
。
（
決
裁
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

返
礼
品
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

問
企
画
調
整
課
☎
０
９
８
・
８
６
２
・
９
９
３
７



世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
Ｈ
I
Ｖ
検
査

I

20
～
30
代
の
た
め
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

那
覇
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
ご
案
内

市
営
住
宅
入
居
者
募
集（
空
家
待
ち
）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
書
が

届
い
た
人
は
郵
送
請
求
を
お
早
目
に

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展

12
月
乳
幼
児
健
診

12
月
1
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
無
料
匿
名
検
査
と
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
無
料
匿
名
検
査
（
要
予
約
）

日
①
平
日
検
査
12
月
2
日（
月
）～
6
日（
金
）

　
　
9
時
30
分
～
11
時
30
分　
13
時
～
15
時

　
②
夜
間
検
査
12
月
4
日（
水
）17
時
～
20
時

　
③
休
日
検
査
12
月
7
日（
土
）

　
　
9
時
30
分
～
11
時
30
分　
13
時
～
15
時

場
市
保
健
所
１
階 

（
相
談
室
1
0
5
号
室
）

内
①
平
日
検
査
▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア

　
②
③
夜
間
・
休
日
検
査
▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒

パ
ネ
ル
展
示

日
12
月
2
日（
月
）～
6
日（
金
）

場
市
保
健
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展

問
保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
７
１

職
場
や
地
域
で
健
診
の
機
会
が
な
い
人
を
対
象
に

健
診
・
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

健
診
で
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
り
、
早
い
時

期
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
①
12
月
10
日（
火
）９
時
～
11
時

　
②
12
月
24
日（
火
）９
時
～
11
時

場
市
保
健
所
１
階

内
身
体
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検
査
、
保
健
栄
養

指
導
。
１
時
間
半
程
度
で
終
了
予
定
。

対
市
内
在
住
で
20
～
30
代
の
人

①
国
保
加
入
者
以
外

②
昭
和
55
年
４
月
１
日
～
平
成
12
年
3
月
31
日
に

生
ま
れ
た
人

※
国
保
の
人
は
特
定
健
診
課
へ

費
無
料　

申
電
話
受
付
（
予
約
制
）

問
健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

購
入
引
換
券
交
付
申
請
期
間
は
令
和
2
年
2
月
14

日
ま
で
、
商
品
券
の
購
入
・
利
用
は
令
和
2
年
2

月
29
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
で
申

請
が
ま
だ
の
人
は
、
市
役
所
1
階
16
番
窓
口
も
し

く
は
申
請
書
に
同
封
し
て
い
る
返
信
用
封
筒
に
て
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
確
認
欄
全
て
に
ス

タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
た
購
入
引
換
券
は
、
ご
自
身

で
の
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
品
券
事
務
局
専
用
Ｈ
Ｐ

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

お
問
合
せ
窓
口

☎
９
９
３
・
１
０
５
５

令
和
２
年
１
月
に
那
覇
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

（
空
家
待
ち
）
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
「
市
民
の
友
１
月
号
」
に
掲
載
し
ま
す
。

期
申
込
書
配
布
・
申
込
受
付
と
も
に
、
令
和
２
年

１
月
７
日（
火
）～
22
日（
水
） 

※
郵
送
受
付

問
市
営
住
宅
課
（
指
定
管
理
者
▼
㈱
琉
信
ハ
ウ
ジ

ン
グ
）
☎
９
５
１
・
３
２
４
２

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
日
本
年
金
機
構
に

請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
給
付
と
な
り
ま
す

が
、
制
度
開
始
の
特
例
と
し
て
１２
月
２７
日
（
日
本

年
金
機
構
必
着
）
ま
で
に
郵
送
請
求
し
た
場
合
は
、

１０
月
分
か
ら
１
月
分
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
（
２
月

１４
日
振
込
予
定
）

問
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
４
０
９
２

那
覇
年
金
事
務
所

☎
８
５
５
・
１
１
１
１

　
音
声
案
内　
①
→
②

職
場
な
ど
で
検
診
の
機
会
が
な
い
人
は
市
の
補
助

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
・
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

で
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

問
納
税
課
☎
８
６
１
・
６
９
０
２

お
酒
に
寛
容
な
沖
縄
県
で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
疾
患
の
死
亡
率
が
全
国
よ
り
高
く
、
ア
ル
コ
ー

ル
が
ら
み
の
問
題
が
深
刻
で
す
。
お
酒
も
飲
み
す

ぎ
る
と
、
一
見
関
係
の
な
い
よ
う
な
「
問
題
」
と

関
連
し
ま
す
。
ほ
ど
よ
い
お
酒
と
の
付
き
合
い
方

を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
12
月
17
日
（
火
）
～
12
月
24
日
（
火
）

場
市
役
所　
１
階
ロ
ビ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー

内
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
の
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

問
地
域
保
健
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
２

対象時期に、個別通知をおこなっています。【会場】那覇市保健所
詳細はホームページにてご確認していただくか、地域保健課まで

お問い合わせください。（「那覇市　乳幼児健診」で検索）
　地域保健課☎853-7962

通知
時期

受診可能な
期間 健診日・受付時間

前期 3か月頃 6か月未満
まで

8日（日）・15日（日）・
22日（日）
13時～15時

後期 9か月頃 1歳未満
まで

8日（日）・15日（日）・
22日（日）
9時～10時45分

1歳
6か月児頃

健診
1歳

8か月頃 2歳未満まで
5日（木）・12日（木）・
19日（木）・26日（木）
13時～14時30分

2歳児
歯科
健診

2歳
6か月～
9か月頃

3歳未満まで

4日（水）・11日（水）
19日（木）・25日（水）
水曜日：
13時30分～14時30分
木曜日：
9時30分～10時30分

3歳児
健診

3歳
6か月頃 4歳未満まで

3日（火）・10日（火）・
17日（火）・24日（火）
13時～14時30分

乳
児
健
診

問

検診名（対象年齢※注） 検査項目
自己負担額

集団検診 個別検診

胃がん（40歳以上） バリウム 1,000円 1,500円

大腸がん（40歳以上） 便潜血 無料

肺がん・結核（40歳以上） 胸部レントゲン 400円

子宮がん
（20歳以上の偶数年齢） 頸部 800円 1,000円

乳がん
※右の①②の一方のみ

（40歳以上の偶数年齢）

①マンモ 700円 900円

②エコー 600円

一
般
市
民
対
象
救
命
講
習

募　
集

講習名 普通救命講習Ⅰ 普通救命講習Ⅲ

日 時 12月24日（火）
14時～17時

12月17日（火）
14時～17時

内 容
心肺蘇生法

（主に成人）、
AED

心肺蘇生法
（主に乳児及び小児）、

AED

募 集
開 始

12月16日（月）
9時～

電話受付のみ

12月9日（月）
9時～

電話受付のみ

場 所 消防局4階　講堂

対 象 市内在住または在勤・在学の人

定 員 先着24人（同時に2人まで申込可能）

問合せ 消防局救急課 ☎867-1199

※注 令和2年3月31日時点の年齢です。
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対
市
在
住
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
人

申
12
月
２
日（
月
）～
１
月
31
日（
金
）

９
時
～
17
時

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
出
品
申
込
書
を
送
付
し

ま
す
。
問
那
覇
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
８
８
５
・
９
４
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
８
５
・
０
４
２
０

②
発
達
凸
凹
の
子
ど
も
達
～
多
様
性
を
認
め
る
～

凸
凹
の
あ
る
人
（
発
達
障
害
）
の
対
応
の
仕
方
な

ど
基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
家
族
全
員
が
発
達

障
害
で
あ
る
講
師
と
当
事
者
の
講
話
。
発
達
に
関

係
な
く
普
段
の
子
育
て
で
不
安
が
あ
る
人
、
発
達

障
害
の
人
と
接
す
る
の
に
ヒ
ン
ト
が
欲
し
い
人
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
師
▼
平
岡 

偵
之 

氏
・
平
岡 

成
子 

氏

日
12
月
8
日（
日
）10
時
～
12
時

場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル　

対
凸
凹（
発
達
障
害
）に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
市
内

在
住
・
在
勤
の
人　

費
無
料

申
11
月
25
日（
月
）～
12
月
6
日（
金
）

③
ケ
ガ
し
に
く
い
体
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

運
動
に
必
要
な
食
事
の
と
り
方
、
筋
力
や
体
力
に

つ
い
て
の
運
動
基
礎
を
学
び
、
個
人
の
運
動
能
力

に
応
じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
練
習
し
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
学
び
ま
す
。

日
12
月
9
日（
月
）、
16
日（
月
）、
25
日（
水
）、

１
月
6
日（
月
）、
13
日（
月
）19
時
30
分
～
21
時

場
那
覇
市
民
体
育
館（
ア
リ
ー
ナ
、サ
ブ
、会
議
室
）

募
集
期
間
▼
11
月
末
～
定
員
に
達
す
る
ま
で

対
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳
～
59
歳

定
先
着
30
人　

費
３
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
含
む
）

申
中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
お
電
話
に
て
受
付

【
①
②
③
共
通
】

平
日
9
時
～
17
時
に
来
館
ま
た
は
電
話
で
申
込

問
中
央
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
２

①
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室「
さ
く
ら
ね
こ
っ
て
何

！？
」

飼
い
主
の
い
な
い
猫
た
ち
が
、
「
さ
く
ら
ね
こ
」

と
し
て
、
人
の
住
む
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
良
い
か
。
親
子
で

地
域
環
境
や
命
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
師
▼
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

代
表　
畑
井
モ
ト
子 

氏

日
12
月
15
日（
日
）10
時
～
12
時

場
中
央
公
民
館　
申
12
月
2
日（
月
） 

対
市
在
住
・
在
学
の
小
中
高
校
生
と
親
子
（
小
学

3
年
生
以
上
）
※
中
高
校
生
1
人
で
の
参
加
も
可

定
先
着
15
組　

費
無
料

①
琉
球
・
ウ
チ
ナ
ー
の
歴
史
講
座

日
１
月
18
日（
土
）、
19
日（
日
）、
25
日（
土
）、

26
日（
日
）各
14
時
～
16
時　

場
小
禄
南
公
民
館　
視
聴
覚
室　

内
18
日
「
ウ
チ
ナ
ー
の
先
史
時
代
～
統
一
王
国
の

成
立
」
19
日
「
古
琉
球
」
25
日
「
近
世
琉
球
」

26
日
「
王
国
の
消
滅
後
の
ウ
チ
ナ
ー
」　

対
市
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人

定
先
着
20
人　
費
無
料

申
12
月
13
日（
金
）～
１
月
10
日（
金
）

②
し
ま
く
と
ぅ
ば
講
座

し
ま
く
と
ぅ
ば
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
日
常

生
活
の
中
で
慣
れ
親
し
む
講
座
で
す
。
併
せ
て
琉

球
諸
方
言
の
特
長
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
12
月
20
日（
金
）19
時
～
21
時

12
月
21
日（
土
）22
日（
日
）両
日
14
時
～
16
時

場
小
禄
南
公
民
館　
視
聴
覚
室　

内
20
日
「
聞
ち
な
り
り
、
語
て
ぃ
な
り
り
」

21
日
「
首
里
く
と
ぅ
ば
と
小
禄
く
と
ぅ
ば
」

22
日
「
琉
球
諸
方
言
の
特
長
」　

対
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
先
着
20
人　
費
無
料

申
12
月
6
日（
金
）～
18
日（
水
）

【
①
②
共
通
】

平
日
9
時
～
17
時
に
来
館
ま
た
は
電
話
で
申
込

問
小
禄
南
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
４

母
子
保
健
推
進
員
と
は
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
い
る

家
庭
を
訪
問
し
、
親
子
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て

活
動
し
て
い
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
乳

幼
児
健
診
な
ど
の
母
子
保
健
事
業
を
通
し
て
、
市

民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
ま
す
。

対
①
市
在
住
の
70
歳
以
下
。
②
本
課
で
実
施
す

る
一
定
の
実
務
研
修
を
修
了
し
た
人
。
③
月
１
回

の
定
例
会
に
参
加
可
能
な
人
。
※
子
ど
も
が
好
き
、

育
児
支
援
に
関
心
が
あ
る
人
大
歓
迎
で
す
。

申 

問
地
域
保
健
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
２

良
好
な
景
観
の
形
成
、
維
持
ま
た
は
公
衆
に
対
す

る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
屋
外
広
告
物
に
関
す

る
ル
ー
ル
で
あ
る
「
那
覇
市
屋
外
広
告
物
条
例
」

お
よ
び
「
那
覇
市
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
」

を
一
部
改
正
す
る
に
あ
た
り
、
改
正
案
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
公
開
し
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

申
11
月
14
日（
木
）～
12
月
16
日（
月
）

【
公
開
場
所
】
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
都
市
計
画
課

（
本
庁
9
階
）
・
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
１

階
）
・
各
支
所
・
市
民
協
働
プ
ラ
ザ

【
提
出
方
法
】
都
市
計
画
課
へ
直
接
提
出
・
郵

便
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

【
提
出
先
】
郵
便
番
号
〒
９
０
０
・
８
５
８
５

那
覇
市
泉
崎
１
丁
目
１
番
１
号 

９
階

都
市
み
ら
い
部　
都
市
計
画
課 

Ｆ
Ａ
Ｘ
▼
９
５
１
・
３
２
４
５

メ
ー
ル
▼
T
-T
O
SI00

1@
city.naha.lg.jp

問
都
市
計
画
課
☎
９
５
１
・
３
２
４
６

第
18
回  

那
覇
市
障
が
い
者
美
術
展
作
品
募
集

中
央
公
民
館
講
座

小
禄
南
公
民
館
講
座

母
子
保
健
推
進
員
随
時
募
集
中
！

那
覇
市
屋
外
広
告
物
条
例
お
よ
び
施
工
規
則

の
一
部
改
正
に
対
す
る
市
民
意
見
募
集

う
ち
な
ー
ぐ
ち
講
座
成
果
公
演

第
14
回
那
覇
市
繁
多
川
公
民
館
ま
つ
り

催
し
物

う
ち
な
ー
ぐ
ち
を
学
ん
だ
受
講
生
が
、
学
習
成
果

を
楽
し
く
発
表
し
ま
す
。

日
12
月
22
日（
日
）14
時
～

（
開
場
13
時
30
分
）

場
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館

　
４
階　

費
無
料

日
12
月
6
日（
金
）13
時
～
21
時
（
展
示
）

　
12
月
7
日（
土
）10
時
～
17
時
（
展
示
・
出
店
）

　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分
（
舞
台
演
舞
）

場
繁
多
川
公
民
館　

※
市
内
線
5
番
・
14
番
・
「
繁
多
川
前
」
下
車

内
舞
台
・
展
示
を
通
し
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、

貢
献
す
る
。
７
日
は
自
治
会
に
よ
る
、
昔
な
が
ら

の
豆
腐
づ
く
り
も
開
催
し
ま
す
。　

費
無
料　

問
繁
多
川
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
８

問
那
覇
市
文
化
協
会

☎
８
６
１
・
１
９
０
９

世
界
遺
産
解
説
会

子
ど
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

第
12
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
in
な
は

日
12
月
15
日（
日
） 

11
時
～
12
時

場
玉
陵　
※
集
合
場
所
（
玉
陵
券
売
所
前
に
５
分

前
ま
で
に
集
合
）　

内
市
職
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
世
界
遺

産
で
あ
る
玉
陵
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

費
参
加
費
・
観
覧
料
無
料

申
不
要
。
直
接
、
玉
陵
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
１

日
12
月
15
日（
日
）　
10
時
～
16
時

場
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館
お
よ
び
駅
前
広
場

内
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
演
舞
披

露
、
展
示
発
表
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
の
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
展
示
は
12
月
9
日（
月
）～
14
日（
土
）の
期
間
中

も
行
い
ま
す
。　
費
無
料　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
９

【利用時間】 月〜金 9時〜21時 土 9時〜17時
【休館日】 日曜・祝日・慰霊の日(6/23)・12/29〜1/3
☎951-3203 FAX 951-3204

なは女性センター
なは市民協働プラザ1階(銘苅2-3-1)

性暴力、いま日本で何が起きているのか
講師：北原みのり（作家）
日 12月11日(水)14時～16時　対 関心のある人　
定 50人(事前申込先着順)
＊一時保育(２歳児以上未就学児)、手話通訳をご希望

の人は、12月6日（金）までにお申込みください。
市内在住･在勤･在学の人が利用できます。

2019年度那覇市男女共同参画
　研修参加費補助金 募集中
　あらゆる分野の男女共同参画の推進に不可
欠な人材の育成に資する国内外の男女共同参
画研修に係る費用の一部を助成します。
■対象:那覇市に住民登録のある個人(市税完納

者)で、研修参加後に市の男女共同参画事業
へ積極的に参加・協力できる人

■対象研修 : ①沖縄県女性海外セミナー｢女性
の翼｣事業②その他、男女共同参画に資する
研修

■締切 : 2020年1月31日(金)まで
＊ただし、助成額が予算に達し次第終了

■申請書類:なは女性センター窓口、または市
ホームページからダウンロードできます。 

＊詳細については、お問い合わせください。

相談室｢ダイヤルうない｣ ☎098-861-7515
月～土９時～12時/13時～17時
●電話相談 ●面接相談(女性のみ･要予約)
●法律相談(女性のみ･予約制) ●性の多様性に関する相談

なは女性センター年末年始の業務について
12月29日(日)～2020年1月3日(金) は閉館となります。
年明けは１月４日(土)午前９時業務開始となります。

2019年（令和元年）1２月 6



244×76 フルカラー 有 右上又は左上 縦5mm×橫11mm 指定なし 指定なし ai/CS3 指定なし

おかげ様で創業　　　年おかげ様で創業　　　年おかげ様で創業　　　年262626

1校
サ
イ
ン
又
は
印

ホープ担当：松竹

那覇市民ギャラリー 
１２/３（火）

～
１２/８（日）

第１展示室

第２８回　あけもどろ総合文化祭　写真展・美術工芸展
写真・絵画

デザイン・彫刻
陶芸・版画

第2展示室

第3展示室

１２/１０（火）
～

１２/１５（日）

第１展示室 平良宗政　絵画展　『僕の見てきた景色』 絵画
第2展示室 第５３回　沖縄旺玄会展 絵画
第3展示室 写遊沖縄　写真展 写真

１２/１７（火）
～

１２/２２（日）

第１展示室 ケンローズ　写真展 写真
第2展示室 白馬会絵画展 絵画
第3展示室 第４回　久米梁氏　美術展 絵画・写真・書

１２/２４（火）
～

１２/２８（土）

第１展示室

沖縄県立芸術大学デザイン専攻  メディア芸術展  ２０１９
映像

アニメーション
写真

絵本等

第2展示室

第3展示室

［開館時間］１０時～１９時　［最終日閉館］１７時または１８時
月曜日休館　（パレットくもじ６Ｆ） ☎８６７－７６６３

那覇市ぶんかテンブス館
木曜芸能公演　百花繚乱　問合せ先/098-868-7810

日　時 公演内容 費　用
5日（木）
19時

【琉球箏曲】
出演：盛竹会

12月のテーマ
【ルーツ】

一般
1,500円

高校生
1,130円

小・中学生
750円

12日（木）
19時

【沖縄音楽】
出演：八重山舞踊地謡研究会　

19日（木）
19時

【沖縄音楽】　
三線の音色聴き比べ！ 『今夜は三線三昧』

出演：宮沢和史 
仲宗根 創、村吉 茜、伊波 はづき　

26日（木）
19時

抱腹絶倒？？　【琉球オペラ】
『オペラ漫才？』 ＆ 『あまんじゃくとうりこひめ』

出演：喜納ブラザース（喜納 響・和）
祝！国指定伝統工芸品認定

那覇市ぶんかテンブス館・沖縄県三線製作事業協同組合　共催
【テンブスホール】

12/20 14:00〜 受け継がれる三線の魅力　『職人と演奏家のクロストーク』
出演：知名定男、大工哲弘、宮沢和史 他　　

先着240人限定　入場無料　問合せ　098-884-8288（三線組合）
【テンブスギャラリー】　

12/19～12/22　　『三線100挺展示販売会』　三線製作実演など見所満載！！

【利用時間】月9時～18時 火～日9時～22時
※第2・4月曜休館森の家みんみん

タイトル 日時 内容 定員 費用

空と森の
おさんぽ

12月7日(土)
10時～１2時

空と森から、末吉公園の季節
を楽しむイベントです。 15人

一人
4００円

(保険料含む)

安謝川クリーン
アップ大作戦

12月14日(土)
10時～12時

川・滝の清掃ボランティアで
す。きもちいいです。 なし 無料

まつぼっくり
ツリーを作ろう

12月15日(日)
14時～16時

末吉公園のまつぼっくりで小
さなクリスマスツリーを作り
ましょう。

15人
一人

5００円
(保険料含む)

季節の自然を
感じるゲーム

12月21日(土)
10時～12時

五感で那覇の森と季節を感
じましょう。 15人

一人
4００円

(保険料含む)

親子で
森の遠足

12月22日（日）
9時30分～12時

ガイドの解説で那覇の森を
楽しむ企画です。 15人

一人
4００円

(保険料含む)

みんみん
トゥンジー
ジューシー

12月22日(日）
15時～18時

冬至の日にジューシーを作り
ましょう。 15人 一人500円

(保険料含む)

集合場所： 森の家みんみん　HP：http://minminmin.sunnyday.jp

[受付時間]9時～18時　火曜休み
☎882-3195　ＦＡＸ882-3196

〔利用時間〕
平日9時～18時

創業に興味のある人や準備中の人、創業後の人、就職や転職活動中の人のための相談窓口です。
どうぞお気軽にご利用ください。（創業・就職関連書籍多数揃えています。）

【住所】銘苅2-3-1なは市民協働プラザBコア地下1階　　※駐車場あり（2時間無料）	
　　　☎988-3163　（FAX）917-1281

なはし サポートセンター・創業 就職

■創業セミナー（受講料無料）　※電話またはＦＡＸで申込　
日時 タイトル 定員 講師

12/18（水） 14時～16時 個人事業主向け確定申告について 20人 那覇青色申告会

■就職支援セミナー（受講料無料）　※電話で申込
日時 タイトル 定員 その他

12/2（月）14時～15時 適職発見講座

各回8人

※ハローワーク失業
認定申告書の求職
活動実績対象

※12/6（金）の超初
心者向けパソコン
基礎講座のみＩＴ
創造館（銘苅2-3-
6）が会場となり
ます。

12/4（水）14時～15時 第一印象を良くするコツ　

12/6（金）14時～15時 超初心者向けパソコン基礎講座

12/10（火）14時～15時 就活メイクのポイント

12/12（木）14時～15時 お仕事紹介　～事務～

12/19（木）14時～15時 簡単！応募書類の書き方

第
35
回
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン

受
け
継
が
れ
る
三
線
の
魅
力

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
専
攻

メ
デ
ィ
ア
芸
術
展
２
０
１
９

ウ
チ
ナ
ー
版
「
幸
せ
の
青
い
鳥
」

芸
大
生
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

太
陽
と
海
と
ジ
ョ
ガ
ー
の
祭
典
、
第
35
回
Ｎ
Ａ
Ｈ

Ａ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ジ
ョ
ガ
ー
た
ち
へ

の
熱
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
12
月
1
日（
日
）9
時
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

※
コ
ー
ス
周
辺
道
路
で
は
、
交
通
規
制
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
観
光
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
６

日
12
月
19
日（
木
）～
12
月
22
日（
日
）

場
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館　
３
階

内
三
線
の
展
示
販
売
、
三
線
製
作
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
三
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
三
線
組
合

の
活
動
紹
介
、
職
人
と
演
奏
家
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

な
ど
※
日
程
に
よ
っ
て
開
催
内
容
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
沖
縄
県
三
線
製
作
事
業
協
同
組
合

☎
8
8
4
・
8
2
8
8

県
立
芸
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
学
生
に
よ
る
展

示
会
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
制
作
さ
れ
た
映

像
・
写
真
・
絵
本
な
ど
の
作
品
展
で
す
。

学
生
の
み
な
さ
ま
の
感
性
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日
12
月
24
日（
火
）～
28
日（
土
）

　
10
時
～
19
時
（
最
終
日
の
み
17
時
ま
で
）

場
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

費
無
料

問
文
化
振
興
課
☎
９
１
７
・
５
０
８
２

県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
生
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
音
楽
、
絵
本
、

そ
し
て
語
り
に
よ
っ
て
織
り
な
す
「
ウ
チ
ナ
ー
版

幸
せ
の
青
い
鳥
」
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
12
月
1
日
（
日
）

14
時
～
15
時
30
分
（
13
時
30
分
開
場
）

場
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場　
費
大
人
１
０
０
０
円　

小
人
５
０
０
円　
親
子
ペ
ア
１
２
０
０
円
（
親
子

ペ
ア
は
前
売
り
の
み
、
3
歳
以
下
は
膝
上
無
料
）

問
県
立
芸
大
事
務
局
☎
８
８
２
・
５
０
８
０

入
場
無
料

パレット市民劇場
日 催　　　　　　　　物 開演 入　場　料

1（日） 芸大生によるファミリーコンサート
「ウチナー版幸せの青い鳥」 14時 大人￥1,000  小人(中学生まで) ￥500

親子ペア(前売りのみ)￥1,200

2（月） 那覇市民生委員・児童委員
厚生労働大臣委嘱状及び感謝状伝達式 13時30分 無　　料

4（水） 第28回あけもどろ総合文化祭
古典芸能部会「古典芸能 ～能羽のあしび～ 」 18時 ¥1,500 

5（木） マンドリン響　第32回定期演奏会 18時30分 無　　料

7（土） 第13回「なは教育の日」式典 13時 無　　料

8（日） 第36回　ピアノ発表会 18時45分 無　　料

9（月）
映画「沖縄戦」上映会

①15時
②18時30分 無　　料

10（火） 9時40分

10（火） インフィニートコンサート’19 19時 ¥3,000（当日￥500増）

11（水） 和田紘平ピアノリサイタル 19時 一般￥2,000　学生(大学生以下）￥1,000
(当日各￥500増）

12（木） 那覇市一般介護予防講演会　フレイルって、なあに？
～ 高齢期になる前から気をつけたいこと ～ 14時 無　　料

14（土） 全国緑の少年団活動発表大会 12時 無　　料

15（日） 2019年度 パレットシリーズVol.4
琉球交響楽団  ０歳児からのコンサート

①11時
②14時30分

大人￥1,300　子ども￥700
（未就学児膝上1名無料）（当日各￥500増）

16（月）令和元年度那覇市介護サービス  事業者説明会（集団指導）①10時
②14時30分 無　　料

18（水） 第28回あけもどろ総合文化祭
総合文化部会「バラエティー文化芸能」 18時30分 ¥980 

19（木） 比嘉千子　ソプラノリサイタル 19時 一般￥2,500　学生￥1,500
（当日各￥500増）　未就学児無料

20（金）第28回あけもどろ総合文化祭   ジャズ部会「ジャズの夕べ」18時30分 一般￥1,500　中高生￥500
※小学生以下無料

21（土）第28回あけもどろ総合文化祭  ピアノ部会「ピアノの響き」 18時 一般￥1,500　高校生以下￥800

22（日） 第10回 日本バッハコンクール沖縄地区大会 10時30分 無　　料

23（月） ２０１９年  クリスマスJAZZコンサート 18時30分 一般￥2,500（当日￥300増）
小中高￥500　会員￥2,000

24（火） 女声合唱団アーテム＆男声合唱団Swing Kings
クリスマスコンサート 19時 ￥3,000（当日￥500増）

25（水） THE LEGEND（ザ・レジェンド）＆鍵盤男子
沖縄クリスマスプレミアムコンサート 19時 ¥5,000 

26（木） クリスマスコンサート  100名のバイオリン聖歌隊 19時 ¥800 

27（金） 第４７回　ピアノ発表会 13時 無　　料

28（土） リトルピアニスト  スチューデントコンサート ①13時30分
②18時30分 無　　料

29（日） ヴェリタス弦楽四重奏団  with 吉見友貴 14時 一般￥4,000　学生￥1,000
25歳以下￥2,000　（当日各￥500増）

（パレットくもじ9F）［開館時間］9時〜22時/火曜日休館　☎869-4880 FAX869-4883
※主催者の都合により内容が変更になる場合があります。

2019年（令和元年）1２月7



2019年（令和元年）12月 8

　　　　災害への備えを
　　～那覇市総合防災訓練～

平和への願いをつなぐ
～那覇市戦没者追悼式～

なはのホットな話題は市FacebookやLINEで

10
15

10
26

10
27

市では、企業や団体のみなさまと道路でごみ拾
いや街路樹の剪定、草花の管理などを行う「グリ
ーン・ロード・サポーター」（GRS）、「那覇市道
路ボランティア」の協定を締結しています。10
月 15 日、市役所で活動の報告会を行いました。

団体からは「歩く人が気持ちよく過ごせるよう
な道路環境を作っていきたい」「交通量が多い通
学路は、子どもの姿が車道から隠れないよう雑草
の手入れをしたい」などの報告があり、城間市長
は「地域に根差し、愛着を持った活動をされてい
ることに敬意を表します」と激励しました。

市若狭の旭ヶ丘公園内にある恒久平和のモニュ
メント「なぐやけ」の碑の前で那覇市戦没者追悼
式を行いました。

式典に参列した那覇市連合遺族会の瑞慶山良祐
会長は、「再び戦争による惨禍がくりかえされる
ことのないように、全市民で平和の尊さを共有し
ていきたい」と追悼の言葉を述べました。

城間市長は、「全世界に恒久平和を発信し続け
ることを、戦没者の方々にあらためてお誓い申し
上げます」と述べ、市庁舎を訪れた市民のみなさ
んや市職員が折った千羽鶴を奉納しました。

修
監
　

会
協
化
文
市
覇
那
】
せ
わ
合
い
問
お
【

　

９
０
９
１・
１
６
８
☎

ち
ゃ
っ
さ

　ど
れ
く
ら
い
、
ど
れ
ほ
ど
、
い
く
ら
（
値
段
）
、
な
ど
数
量
を

表
す
言
葉
。
（
例
）
「
く
ぬ
　魚
（
い
ゆ
）
、
ち
ゃ
っ
さ
　や
い

び
ー
が
？
（
こ
の
魚
は
、
お
い
く
ら
で
す
か
）
」
「
う
れ
ー
　

1
0
0
0
円
　や
い
び
ー
ん
（
そ
れ
は
1
0
0
0
円
で
す
）
」

博物館博物館
topicstopics

館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

間
時
館
開

10

19
時　

館
休
曜
木

 

料
覧
観

　

般一 

下
以
生
学
大
（円
０
５
３

 

）
料
無

☎

６
６
２
５・
９
６
８

  

FAX 

７
６
２
５・
９
６
８

間
時
館
開

10

18

は
館
入
（時

17

）
で
ま
半
時

館
休
曜
月

 

館
開
は
合
場
の
日
休
曜
月
、
し
だ
た
※料

覧
観
展
設
常

　

般一 

円
０
５
３

下
以
生
学
大
（

 

）
料
無

☎

１
６
７
３・
２
６
８

  

FAX 

２
６
７
３・
２
６
８

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

12
月
26
日（
木
）〜
1
月
7
日（
火
）は
休
館

12
月
28
日（
土
）〜
1
月
4
日（
土
）は
休
館

琉
球
船
と
首
里
･
那
覇
を
描
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絵
画
史
料

～
目
の
前
に
広
が
る
か
つ
て
の
首
里
･
那
覇
～

　

王
国
時
代
の
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
に

は
、
首
里
城
や
那
覇
港
、
波
上
宮
な
ど
の
建
物
や

景
観
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
人
物
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　
那
覇
市
歴
史
博
物
館
の
「
首
里
那
覇
鳥
瞰
図
屏

風
」（
伊
江
御
殿
家
資
料
）
に
は
、
首
里
城
の
御

庭
（
ウ
ナ
ー
）
に
、
頭
に
ハ
チ
マ
チ
を
被
っ
た
士

族
の
男
性
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ば
に
い
る
青
い
着
物
と
赤
い
着
物
の
人
物

は
親
子
で
し
ょ
う
か
。
下
に
は
天
秤
棒
を
担
い
で

笠
を
か
ぶ
っ
た
人
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
下
方
の
馬

を
従
え
た
黒
い
籠
の
行
列
は
薩
摩
役
人
で
、
よ
く

見
る
と
腰
に
刀
を
差
し
て
い
ま
す
。

　
他
の
屏
風
や
絵
画
で
も
、
那
覇
港
で
爬
竜
船
を

漕
ぐ
人
、
そ
れ
を
岸
辺
か
ら
応
援
す
る
人
、
見
物

し
な
が
ら
宴
会
を
す
る
人
、
馬
に
乗
っ
て
競
走
す

る
人
な
ど
、
琉
球
の
人
々
の
様
々
な
場
面
で
の
姿

が
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

描
か
れ
た
首
里
那

覇
の
景
観
と
と
も
に
、

そ
の
中
に
登
場
す
る

人
々
に
も
注
目
し
て

絵
画
資
料
を
見
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

期
開
催
中
～
12
月
25
日
（
水
）

国
宝
尚
家
資
料
12
月
の
特
別
展
示

「
王
国
時
代
の
冬
衣
裳
」

期
11
月
29
日
（
金
）
～
12
月
25
日
（
水
）

澤た
く
し岻 

安や
す
か
ず一 

遺
作
展

　
澤
岻
安
一
氏
は
、
中
城
村
や
名
護
市
で
活
動
し
た

陶
芸
家
で
す
。
陶
芸
の
技
は
独
学
で
身
に
つ
け
、
穴

窯
な
ど
薪
を
使
っ
た
焼
成
に
こ
だ
わ
り
、
自
身
の
理

想
と
す
る
作
品
作
り
に
邁
進
し
ま
し
た
。
土
の
質
感

と
薪
の
灰
を
活
か
し
た
作
品
に
は
、
氏
の
追
い
求
め

た
世
界
観
が
表
れ
て
い
ま
す
。
澤
岻
氏
は
、
今
年
２

月
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
示

会
で
は
ご
遺
族
の
協
力
の

も
と
、
氏
の
作
品
を
一
堂

に
展
示
し
ま
す
。

（
主
催
▼
緑
土
産
業
）

期
12
月
３
日
（
火
）
～
８
日
（
日
）

場
壺
屋
焼
物
博
物
館
３
階
企
画
展
示
室 

費
無
料

壺
屋
こ
ど
も
園
シ
ー
サ
ー
展

　
壺
屋
こ
ど
も
園
の
親
子
で
作
っ
た
焼
物
シ
ー
サ
ー

の
作
品
展
で
す
。
子
供
達
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。（
主
催
▼
壺
屋
こ
ど
も
園
）

期
12
月
18
日
（
水
）
～
22
日
（
日
）

場
壺
屋
焼
物
博
物
館
３
階
企
画
展
示
室 

費
無
料

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う 

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

　

来
年
２
月
ま
で
、
毎
月
学
芸
員
が
沖
縄
の
焼
物

の
歴
史
を
順
を
追
っ
て
解
説
し
ま
す 

。
第
８
回
目

は
「
壺
屋
焼
と
現
代
の
沖
縄
の
焼
物
」
と
題
し
、
壺

屋
焼
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
沖
縄
の
焼
物
の
現
状

と
、
広
が
り
を
見
せ
る
現
代
の
沖
縄
の
焼
物
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
12
月
15
日
（
日
）
10
時
～
※
１
時
間
程
度

費
常
設
展
観
覧
料
（
大
学
生
以
下
無
料
）

申
不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

近年発生している地震、津波、台風などの災害
に備え、関係機関や市民団体、企業と相互に連携
して対応することを確認するため、市役所周辺と
市民協働プラザで総合防災訓練を開催しました。

訓練には、消防局、警察、自衛隊、その他多く
の企業が参加し、あらゆる状況を想定した、避難
所の設置、倒壊家屋や車両に取り残された人の救
助、怪我人の手当などの訓練を行いました。

今回初めてとなる遺体安置所設置訓練では、遺
体の搬入、身元確認、検死、葬儀までの流れを、
人形を使って確認しました。

　　　企業の力で道路をきれいに
～GRS＆道路ボランティア協定締結報告会～


